
日課給食 年組 1校時 2校時 3校時 4校時 5校時 6校時

1-1 国 音 英 体 数 社
1-2 社 国 音 英 体 数
1-3 英 社 国 音 社 技家
2-1 国 技家 理 社 英 数
2-2 数 理 国 美 技家 英
2-3 技家 英 数 理 国 社
2-4 美 国 体 数 理 英
3-1 社 理 英 総 国 数
3-2 理 数 社 総 英 国
3-3 英 社 技家 総 数 理
1-1 理 国 英 数 総 総
1-2 英 社 技家 理 総 総
1-3 国 理 数 美 総 総
2-1 体 技家 社 英 数 理
2-2 技家 英 数 社 理 国
2-3 英 数 理 体 国 社
2-4 理 体 英 技家 社 数
3-1 美 音 理 社
3-2 数 英 国 理
3-3 社 理 数 英
1-1 理 英 美 技家 × ×
1-2 数 理 社 国 × ×
1-3 英 国 理 社 × ×
2-1 社 体 国 美 × ×
2-2 体 社 理 英 × ×
2-3 国 美 英 理 × ×
2-4 数 理 音 国 × ×
3-1 国 英 数 道 × ×
3-2 技家 理 体 社 × ×
3-3 英 社 国 体 × ×
1-1 体 数 国 国 社 英
1-2 数 美 英 国 技家 音
1-3 美 英 数 国 国 技家
2-1 国 体 数 国 美 理
2-2 理 国 音 国 英 美
2-3 音 英 理 国 国 数
2-4 技家 理 国 国 音 英
3-1 社 技家 英 国 数 理
3-2 数 社 体 国 理 国
3-3 国 数 美 国 英 社
1-1 数 理 技家 理 社 社
1-2 美 英 理 国 体 社
1-3 理 数 体 社 音 社
2-1 国 音 数 英 英 社
2-2 英 理 国 数 社 社
2-3 体 技家 英 理 数 社
2-4 社 体 社 英 国 社
3-1 理 数 国 社 英 社
3-2 数 英 社 美 国 社
3-3 音 国 数 理 理 社

週教育計画　　１学期　第８週（５月２６日～５月３０日）　

《行事》 日課

26

生徒議会
普

通
○

朝の会　　８：１０～　８：２０
１校時　　８：３０～　９：２０
２校時　　９：３０～１０：２０
３校時　１０：３０～１１：２０
４校時　１１：３０～１２：２０
給　食　１２：２０～１２：５５
昼休み　１２：５５～１３：２５
掃　除　１３：２５～１３：３５
５校時　１３：４５～１４：３５
６校時　１４：４５～１５：３５
帰りの会 １５：４０～１５：５５

日

（月）

27

⑤⑥認知症サポー
ター養成講座（３
年）
内科検診（２年３、
４組）

普

通
○

朝の会　　８：１０～　８：２０
１校時　　８：３０～　９：２０
２校時　　９：３０～１０：２０
３校時　１０：３０～１１：２０
４校時　１１：３０～１２：２０
給　食　１２：２０～１２：５５
昼休み　１２：５５～１３：２５
掃　除　１３：２５～１３：３５
５校時　１３：４５～１４：３５
６校時　１４：４５～１５：３５
帰りの会 １５：４０～１５：５５

日

（火）
認知症サポーター

養成講座

28 臨

時
（

短

縮

授

業
）

○

朝の会　　　８：１０～　８：２０
１校時　　　　８：３０～　９：１５
２校時　　　　９：２５～１０：１０
３校時　　　１０：２０～１１：０５
４校時　　　１１：１５～１２：００
給　食　　　１２：００～１２：３５
帰りの会　１２：４５～１３：００
※１４：００～１６：１０
二中校区人権レポート研

日

（水）

29
④教育相談
１３：３０～歯科検
診
※1，2年生の一部の
クラスは掃除なし

普

通
○

朝の会　　８：１０～　８：２０
１校時　　８：３０～　９：２０
２校時　　９：３０～１０：２０
３校時　１０：３０～１１：２０
４校時　１１：３０～１２：２０
給　食　１２：２０～１２：５５
昼休み　１２：５５～１３：２５
掃　除　１３：２５～１３：３５
５校時　１３：４５～１４：３５
６校時　１４：４５～１５：３５
帰りの会 １５：４０～１５：５５

日

（木）

30

⑥教育相談
※１５：５０～１
７：５０　英語検定

特

別
○

朝の会　　８：１０～　８：２０
１校時　　８：３０～　９：２０
２校時　　９：３０～１０：２０
３校時　１０：３０～１１：２０
４校時　１１：３０～１２：２０
給　食　１２：２０～１２：５５
昼休み　１２：５５～１３：２５
５校時　１３：２５～１４：１５
６校時　１４：２５～１５：１５
帰りの会１５：２０～１５：３５

日

（金）

今週のことば）

エベレストよ、今回は私たちの負けだ。だ

が必ず舞い戻って、登頂してみせる。な
ぜなら、山はこれ以上大きくならないが、

私はもっと成長できるからだ

エドモンド・ヒラリー（登山家 ）

通信欄）

特技を伸ばすことと

苦手を克服すること・・・

どちらも大事だと

思う笹渕先生


